








































ロット予約プロトコル DATSP(Distributed and Adaptive Transmission Scheduling Protocol)において、ネット
ワークトポロジが頻繁に変化する時に、通信のパフォーマンスが低下する問題を改善するため、タイムスロッ





DTAPSV (DTAP with Speed Vector)を提案している。そして、シミュレーション実験により、端末の密度が
大きい時、 DTAP方式と比較して、提案方式の方がより良い平均合計スループットを提供するできることを
示している。最後に、第6章で本論文をまとめ、今後の課題について言及している。
審査の結果の要旨
本論文では、有限なネットワーク資源の利用効率を向上させるため、インターネットや無線アドホックマ
ルチホップネットワークにおける効率的な資源予約を実現する方法について検討したものである。この問題
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を解決するための具体的な資源予約方式を 3つ提案し、シミュレーション実験によりその有効性を確認して
おり、工学的に貢献するところが極めて大きいと考えられるD 今後は、これらのプロトコルを実ネットワー
クシステム上に実装し、より現実的なネットワーク環境で本方式の有効性を示すことが望まれる。
論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有するも
のと認める。
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